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地域のなやみ・・・
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

１.影響評価や適応施策に関する情報の収集・整理関連

〇庁内で科学的な知見を収集しているケースが少ない。どこから入手す
ればよいのだろう・・・

〇限られた目的で情報収集しているため、気候変動の影響の把握といっ
た目的でできていない。
将来の影響はどのように調べたらよいのだろう・・・

２.庁内での連携関連

〇適応に関する施策はあらゆる分野に渡るが、
他部局は適応に関して知識や関心がない・・・

〇他部局のメンバーに前向きに適応に取り組んでもらうには、
どうしたらよいのだろう・・・



なやみ解決の事例
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

１.影響評価や適応施策に関する情報の収集・整理関連

【影響評価について】
〇気候変動による影響に対して、すべて一度に対応しなければならな
いわけではないため、本自治体で優先的に対応すべき項目を整理した。

〇地域の影響を調べるために、国の影響評価報告書
を確認して、重大性・緊急度・確信度を確認し、
取り組むべき優先度決定の参考にした。



なやみ解決の事例
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

１.影響評価や適応施策に関する情報の収集・整理関連

【影響評価について】
〇７つの対象分野内の特に影響の大きい項目について、気候・気象現象等の
外力と直接の影響の連鎖（インパクトチェーン）や脆弱性の状況、対策状
況などについて整理した。



なやみ解決の事例
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

１.影響評価や適応施策に関する情報の収集・整理関連

【適応施策について】
〇地域のすべての施策を確認し、緩和・適応に関連するものをリスト
アップ。（適応策は新に始めるものだけでなく、既存施策が適応
に該当するものも多くある（潜在的適応策）。）

〇京都市では、気候変動適応策の推進実施のため、府市協調で「気候
変動適応策の在り方研究会」を設置。



なやみ解決の事例
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

２.庁内での連携関連

〇気候変動による影響について、各課にヒアリングしたが、「適応」に馴
染みがなく、部署によって認識の差があると感じた。その解消のために、
研修を実施した。

〇関係各課から気候変動影響への取り組み状況を把握するために、環境課長
から、関係課へ協力依頼文章を出状。関係課で回答をイメージしやすいよ
うに調査票に具体的
な回答例を記載した。



なやみ解決の事例
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

２.庁内での連携関連

〇他部局の業務に関する分野を自ら勉強。日常的な事例を含めて他部局の
分野に関する適応事例について説明できるようにし、既存の施策・事業
について「適応」という概念を認識してもらう。

〇既存の会議体を活用して庁内の部局横断の検討会や勉強会を設置する。
会議のメンバーには庁内各部主管課長などキーパンソンに加わってもら
えるとなお良い。

〇他部局の分野の適応に関連する話題（農水省・国交省等の適応取り組み
事例）を提供すると、関連性を理解してもらいやすい。


